
■子どもの性的虐待の記録に罰則を科すことの論点の整理【各号ごとの検討】
	第39条各号
	要検討項目①
	要検討項目②

	第１号　刑法

　○第176条（強制わいせつ）

　　　13歳以上の男女に対し、暴行又は脅迫を用いてわいせつな行為をすること。
13歳未満の男女に対し、わいせつな行為をすること。

　○第177条（強姦）

　　　暴行又は脅迫を用いて13歳以上の女子を姦淫又は13歳未満の女子を姦淫すること
　○第178条（準強制わいせつ及び準強姦）

　　・人の心神喪失若しくは抗拒不能に乗じ、又は心神を喪失させ、若しくは抗拒不能にさせて、わいせつな行為をすること。
・女子の心神喪失若しくは抗拒不能に乗じ、又は心神を喪失させ、若しくは抗拒不能にさせて、姦淫すること。
○第178条の２（集団強姦等）
  　２人以上の者が現場において共同して第177条又は前条第２項の罪を犯したときは、４年以上の有期懲役に処する。

※「わいせつ」とは、徒に性欲を興奮又は刺激せしめ普通人の性的羞恥心を害し善良な性的道義観念に反すること。
	左欄に記載の行為にかかる記録物について
現行、努力義務

⇒罰則化できるか
	○画像だけでは、13歳以上の男女に対し、「暴行又は脅迫を用いている」ことが判断できない場合の取扱い
○画像だけでは「強制わいせつ」なのか「大阪府迷惑防止条例違反」なのか、判断ができない場合の取扱い

	第２号　児童福祉法　第34条第１項第６号

○児童に淫行をさせる行為

「児童に淫行をさせる行為」は、行為者が児童をして行為者以外の第三者と淫行をさせる行為と行為者が児童をして行為者自身と淫行をさせる行為の両者を含むと読むことができる。（平成8年10月30日東京高裁判例）
	左欄に記載の行為にかかる記録物について

現行、努力義務

⇒罰則化できるか
	○画像だけでは、「淫行をさせる行為」の判断ができない場合の取扱い

	第３号　児童買春、児童ポルノに係る行為等の処罰及び児童の保護等に関する法律
　「児童買春」とは、次の各号に掲げる者に対し、対償を供与し、又はその供与の約束をして、当該児童に対し、性交等（性交若しくは性交類似行為をし、又は自己の性的好奇心を満たす目的で、児童の性器等（性器、肛門又は乳首をいう。以下同じ。）を触り、若しくは児童に自己の性器等を触らせることをいう。以下同じ。）をすることをいう。 

一 　児童　 

二 　児童に対する性交等の周旋をした者 

三 　児童の保護者（親権を行う者、未成年後見人その他の者で、児童を現に監護するものをいう。）又は児童をその支配下に置いている者
	左欄に記載の行為にかかる記録物について

現行、努力義務

⇒罰則化できるか
	○画像だけでは、児童等に対し、「対償を供与し、又はその供与の約束をしている」ことが判断できない場合の取扱い

	第４号　児童虐待の防止等に関する法律　第2条第２項及び第３条
第２－２　児童にわいせつな行為をすること又は児童をしてわいせつな行為をさせること。

第３　 　 何人も、児童に対し、虐待をしてはならない。
～厚労省「子ども虐待対応の手引き」より～

【性的虐待】　・子どもへの性交、性的暴行、性的行為への強要・教唆

・性器を触る又は触らせるなどの性的暴力、性的行為の強要・教唆

・性器や性交を見せる

・ポルノグラフィーの被写体などに子どもを強要
	左欄に記載の行為にかかる記録物について
現行、努力義務

⇒罰則化できるか

	○画像だけでは、「わいせつな行為をすること又はさせること」の判断ができない場合の取扱い
○範囲が広範囲にわたり、定義が不明瞭なため、明確性の原則から定義の明確化が必要

例）虐待防止法第３条に規定する「虐待」は性的虐待に限定する。

	第５号　大阪府青少年健全育成条例第34条（みだらな性行為又はわいせつな行為の禁止）
（１）青少年に金品その他の財産上の利益、役務、職務を供与し、又は供与する約束で当該青少年に対し性行為又はわいせつな行為を行うこと。

（２）専ら性的欲望を満足させる目的で、青少年を威迫し、欺き、又は困惑させて、当該青少年に対し性行為又はわいせつな行為を行うこと。

（３）周旋を受け、青少年に対し当該周旋に係る性行為又はわいせつな行為を行うこと。

（４）青少年に売春等の目的で、性行為又はわいせつな行為を行うこと。
※「わいせつな行為」とは、徒に性欲を刺激興奮せしめたり露骨な表現によって健全な常識のある一般社会人に対し性的に廉恥嫌悪の情を起こさせること
	左欄に記載の行為にかかる記録物について

現行、努力義務

⇒罰則化できるか
	○画像だけでは、「金品その他の財産上の利益、役務、職務を供与し、又は供与する約束」が判断できない場合の取扱い
○画像だけでは、「青少年を威迫し、欺き、困惑させて」いることが判断できない場合の取扱い

	第６号

13歳未満の青少年が水着、下着等を着用した状態で陰部又はでん部を強調した姿をとらせる行為
	左欄に記載の行為にかかる記録物について

現行、努力義務

⇒罰則化できるか
	○「陰部又はでん部を強調した姿」については、見る側の主観的要件が強く、広範囲に規制される懸念がある。

○処罰化に値するほど、子どもに性的虐待が行われたという明確な証左がなく、表現の自由を優越するほどの立法事実が確認できない。

	第７号

13歳以上18歳未満の青少年の同意を得ず、又は当該青少年を威迫し、欺き、若しくは困惑させて、当該青少年が水着、下着等を着用した状態で陰部又はでん部を強調した姿態をとらせる行為
	左欄に記載の行為にかかる記録物について

現行、努力義務　⇒罰則化できるか
	○第６号と同様

○青少年の同意を得ていなかったことを立証することが困難な場合がある。
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